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連合の活動をアピールする笹井議長

再任された林委員長

学習会のようす

「佐渡ロングライド210」のコースで街宣（５月15日）

相談を受けるジェンダー平等推進委員、女性委員

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第376号 2022年６月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

第376号� 2022.６.15

６月の主な活動
	2日	 フェアワーク
	 	 　　推進センター会議

	4日	 第3回地協代表者会議
	 	 にいがたユニオン
	 	 　　第28回定期大会

	7～8日
	 	 全国一斉集中労働相談
	 	 　　　　ホットライン

	8日	 第2回医療部門連絡会

	9日	 第5回青年委員会

	12日	 ワークルール検定
	 	 　　　（初級、中級）

	14日	 新潟労働局要請
	 	 　　　（男女平等）

	17日	 第８回四役会議

	19日	 第31回女性集会

	22日	 第８回執行委員会

23～25日
	 	 平和行動in沖縄

	26日	 女と男フェスティバル

	30日	 第70回地方委員会

仕事で悩むあなたを応
サポート

援します�
女性のための連合全国一斉集中

労働相談ホットライン

６月は連合男女平等月間

連合新潟
第26回ユースラリー

１．日　時　2022年７月23日（土）
２．会　場　コープシティ花園４階ガレッソホール
３．内　容
　　 労働条件交渉の実践研修「模擬団体交渉」
� 講師：JAM新潟  片原匡郁 書記長
� （連合新潟副会長）

　

６
月
７
日
～
８
日
、「
女
性

の
た
め
の
連
合
全
国
一
斉
集
中

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
６
月
は
連
合

男
女
平
等
月
間
で
も
あ
る
た
め
、

女
性
が
相
談
し
や
す
い
よ
う
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
の

委
員
や
女
性
委
員
会
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
女
性
の
相
談
員

を
増
や
し
対
応
し
ま
し
た
。

　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
５
月
９

日
～
６
月
８
日
の
期
間
で
県
内

全
域
を
街
宣
車
で
回
っ
た
ほ
か
、

新
聞
広
告
や
各
地
方
紙
で
も
周

知
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
17
日
に
は
、
連
合
が
開
催

す
る
事
前
学
習
会
へ
参
加
し
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

学
習
会
の
内
容
は
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
制
度
、

被
害
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
の
注
意
点
、
相
談
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
労
働
相
談
は
２
日
間
で
８

件
寄
せ
ら
れ
、「
上
司
に
仕
事

に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
も
対

応
し
て
も
ら
え
な
く
、
就
業
規

則
も
見
た
こ
と
が
な
い
た
め
相

連合新潟　2022春季生活闘争 第６回集計結果（５月20日公表）

☆回答・妥結報告があった組合176組合（48,875名）
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通りです。
☆「2022額・率」と「2021額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【回答・妥結集計】

集計組合
2022 2021 同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 91 27,613 5,512 2.10 4,511 1.85 4,867 1.86 3,968 1.61 645 0.24 542 0.25 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間59組合（28,079名）、夏季のみ23組合
（4,801名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。

１．年間回答妥結集計結果

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 34 15,250 1,162,710 1,180,246 1,112,029 1,124,134 50,682 56,112 

月数集計 45 23,511 4.31 4.19 4.18 4.00 0.13 0.19 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥，年間回妥含む

集計組合
2022 2021同時期 対　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額 集 計 41 11,133 560,023 505,795 539,360 485,823 20,663 19,972 

月数集計 53 18,649 2.06 1.96 2.02 1.90 0.04 0.06 

６
月
「
れ
ん
ご
う（
０
５
）の
日
」

�

街
頭
宣
伝
行
動
in
か
し
わ
ざ
き

視
線
は
来
年
の

�

闘
争
に
む
け
て

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

�

安
心
し
て
相
談
で
き
る
拠
り
所
に

第
３
回
労
働
条
件
委
員
会

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
第
28
回
定
期
大
会 

開
催

　

連
合
は
、
毎
月
０
５
日
（
ぜ

ろ
ご
に
ち
）
を
「
れ
ん
ご
う
の

日
」
と
し
て
、「
働
く
人
が
主

役
と
な
り
、
多
様
な
働
く
人
々

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
全
国
一

斉
行
動
・
一
斉
配
信
を
起
こ
す
」

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
６

月
は
「
ひ
ろ
げ
よ
う
支
え
合

い
・
助
け
合
い
、
つ
な
げ
よ
う
、

ゆ
に
ふ
ぁ
ん
で
！
」
を
テ
ー
マ

　

５
月
31
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
で
第
３
回
労
働
条
件
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０

２
２
春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま

と
め
に
つ
い
て
長
引
く
ウ
イ
ル

ス
禍
に
加
え
、
原
材
料
高
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
経
済
的
影
響
で
交
渉
状

況
が
厳
し
い
中
で
も
、
組
織
で

し
っ
か
り
議
論
を
し
て
交
渉
し
、

賃
上
げ
の
流
れ
の
継
続
や
、
働

き
方
の
改
善
を
前
進
さ
せ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
に
入
っ
て
の

物
価
高
騰
で
実
質
賃
金
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
今
委
員
会
で
は
、
今
年

　

６
月
４
日
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
の

会
議
室
に
て
、「
に
い
が
た
ユ

ニ
オ
ン
第
28
回
定
期
大
会
」
が

開
か
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
ら

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
来
、

３
月
に
開
催
予
定
の
当
大
会
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡
大
の
影
響

で
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
林
光
弘
委
員
長
が
、

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
か

ら
28
回
目
の
大
会
を
迎
え
、
設

立
時
の
思
い
や
取
り
組
み
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
、
代
表
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
２
０
２
１
年
度
活
動

報
告
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習

生
か
ら
の
相
談
に
端
を
発
し
た

待
遇
改
善
へ
の
対
応
な
ど
報
告

が
あ
り
、
出
席
者
で
確
認
を
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
２
０
２
２

年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
は
、

に
、
連
合
を
は
じ
め
、
労
働
組

合
が
こ
れ
ま
で
、
植
林
や
清
掃

活
動
、
教
育
支
援
や
フ
ー
ド
バ

ン
ク
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
や
、
労
働
組
合
の
社

会
貢
献
活
動
を
掲
載
し
て
い
る

サ
イ
ト
「
ゆ
に
ふ
ぁ
ん
」
の
紹

介
を
、
連
合
柏
崎
地
協 

笹
井

議
長
・
大
矢
副
議
長
に
マ
イ
ク

度
の
最
低
賃
金
の
取
り
組
み
や
、

労
働
条
件
実
態
調
査
と
賃
金
実

態
調
査
の
実
施
を
確
認
し
、
す

で
に
来
年
の
闘
争
を
見
据
え
た

準
備
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
に
は
、
学
習
会

を
行
い
、
日
頃
は
企
業
や
経
営

者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
立
場

の
、
新
潟
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
・
武
田
浩
昭
専
門

相
談
員
か
ら
「
企
業
の
生
産
性

向
上
と
人
材
確
保
」
を
テ
ー
マ

に
、
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
や
Ｉ
Ｔ
利
活
用
は
避
け
て
通

れ
な
い
が
、
Ｉ
Ｔ
は
道
具
で
あ

り
使
う
の
は
人
間
、
道
具
を
ど

う
活
用
す
る
の
か
が
大
事
で
あ

る
こ
と
や
、
数
社
の
事
例
を
あ

げ
て
、
生
産
性
の
向
上
に
は
プ

ロ
セ
ス
の
改
善
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
従
業
員
満
足
に
つ
な
が

る
「
働
き
方
改
革
」
な
ど
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

を
握
っ
て
も
ら
い
、
柏
崎
市
内

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
付
近

で
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

長
期
化
す
る
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影

響
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
社
会
的
弱
者
を
は
じ

め
と
し
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
取
り
組
み

を
す
す
め
る
こ
と
や
、
ユ
ニ
オ

ン
組
織
の
強
化
、
外
国
人
労
働

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
な
か
、
関
連
団
体
と
の

連
携
を
す
す
め
る
こ
と
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
林
委
員
長
の
再
任
な

ど
役
員
体
制
も
承
認
さ
れ
、
新

た
な
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

談
機
関
へ
相
談
し
よ
う
と
し
た

ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
３
人
１
組
で
作
業

を
し
て
い
る
が
、
自
分
だ
け
一

番
大
変
な
業
務
を
す
る
こ
と
が

他
の
２
人
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
多

様
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
嫌

が
ら
せ
」
の
相
談
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
相
談
は
近
年
、
年
間
通

じ
て
最
も
多
い
相
談
内
容
で
、

ウ
イ
ル
ス
禍
で
よ
り
顕
在
化
し

た
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
連
合
は
結
成
当
時
よ
り
男

女
平
等
社
会
の
実
現
の
た
め
の

運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
６
月

の
男
女
平
等
月
間
も
そ
の
１
つ

で
す
。

　

労
働
相
談
の
内
容
も
多
様
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相

談
者
の
生
の
声
を
聞
き
、
実
態

を
把
握
し
、
み
ん
な
で
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
問
題
解
決
へ
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）
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清津川の水流の前で説明を受ける
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仕事

近場(県内・隣県)
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
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早
い
も
の
で
上
の

子
は
高
校
３
年
生
。

頑
張
っ
て
い
た
部
活

も
先
月
引
退
し
、
受

験
勉
強
に
注
力
し
て

い
く
よ
う
だ
。

　

土
日
も
友
人
と
一

日
中
、
図
書
館
な
ど

で
勉
強
を
し
て
い
る
み
た
い
で
、

な
ぜ
家
で
し
な
い
の
か
？
と
は
聞

け
な
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
。

　

県
外
の
大
学
を
志
望
し
て
い
る

た
め
、
合
格
す
る
と
家
を
離
れ
て

暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
本
人
の
希

望
に
沿
っ
た
結
果
に
な
る
こ
と
を

望
ん
で
は
い
る
も
の
の
・
・
・
。

　

ま
ず
は
、「
で
き
る
限
り
協
力

し
よ
う
。
結
果
が
出
た
ら
ま
た
考

え
よ
う
」
と
言
い
聞
か
せ
る
。

　

あ
っ
。
費
用
は
ど
う
し
よ
う
。

�

（
Ｔ
）

５月ホームページアンケート結果発表
質問：５月のHPアンケートは、「ＧＷ期間中の過ごし方」につい
てでした。
　結果は、「家でのんびり」がトップに。休息をとりつつ、家事
や育児に追われた方もいたことでしょう。また、県内など近場で
の旅行にも票が集まり、活気が戻っている証拠かもしれません。
　世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の調査によると、旅行・観光開
発（総合）ランキングで日本が初の首位になりました。交通イン
フラや文化資源の部門別などで評価されたようです。長期休暇
といえば海外に注目しがちですが、いまこそ国内に目をむける絶
好の機会になるかもしれませんね。
　さて、６月の連合新潟HPアンケートは、「パワハラ対策」につ
いてです。連合新潟ホームページでぜひ投票ください。

連合新潟推薦候補者  選挙結果
◇ 県議補欠選挙　燕市・西蒲原郡選挙区

（投開票日　５月29日）
　　　　　　柴山　　唯� 11,914票
当選（初）　堀　　勝重� 13,049票
　　　　　　高倉　　栄� 11,114票

＊有権者数　72,566人
　投票者数　37,413人　　投票率 51.56％

連合新潟支持候補者  選挙結果
◇ 新潟県知事選挙

（投開票日　５月29日）
当選（２）　花角　英世� 703,694票
　　　　　　片桐奈保美� 203,845票

＊有権者数　1,844,647人
　投票者数　　915,675人　　投票率 49.64％

ご支援・ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

働く者の代表として
「森ゆうこ」氏を
再び国政へ送り出そう�
第26回参議院議員選挙

連合推薦候補である「森ゆうこ」さんは
「中小企業を支え、給料を上げて、暮らしを守る」
を未来を守る約束の１つとして掲げ、参議院議員
選挙を闘います。
各組合、職場からのご支援をお願いいたします。

森ゆうこ�……………………………………………………
昭和31年４月20日生まれ
� （66歳）
新潟市出身
新潟大学人文（旧法文）学部卒
＜経歴＞
　元新潟県横越町議会議員
　参議院議員（３期）
　元文部科学副大臣
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第26回参議院議員選挙
連合組織内  比例代表候補者

かわい たかのり
（現職 ２期）

矢田 わか子
（現職 １期）

古賀 ちかげ
（新人）

はまぐち 誠
 （現職 １期）

村田 きょうこ
（新人）

竹詰 ひとし
（新人）

鬼木 まこと
（新人）

しば 慎一
（新人）

石橋 みちひろ
（現職 ２期）

電 機 連 合

ＵＡゼンセン

日   教   組

基 幹 労 連

自動車総連

電 力 総 連

Ｊ Ｐ 労 組

自   治   労

情 報 労 連

湯
沢
の
自
然
と

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ

参
議
院
選
挙
の
必
勝
と

�

組
織
の
拡
大
に
向
け
て

　

５
月
14
日
、
女
性
委
員
会
と

青
年
委
員
会
の
合
同
研
修
を
、

湯
沢
町
に
あ
る
奥
清
津
発
電
所

（
電
源
開
発
株
式
会
社
）、
通

称
「
Ｏ
Ｋ
Ｋ
ｙ
（
オ
ッ
キ
ー
）」

で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
発
電
所

は
日
本
最
大
級
の
揚
水
式
水
力

発
電
所
で
、
首
都
圏
の
電
力
調

整
を
担
っ
て
い
ま
す
。
発
電
と

送
電
の
仕
組
み
を
学
ぶ
中
で
、

施
設
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

驚
く
と
と
も
に
、
こ
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
も
の
は
電
気
だ
け
で

な
く
、
安
心
と
快
適
な
暮
ら
し

が
作
ら
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
の

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
雪
の
た
め
ダ
ム
の
見
学
は

で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、
今
も

保
存
さ
れ
て
い
る
水
路
建
設
の

た
め
に
資
材
を
搬
入
し
た
ト
ン

ネ
ル
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
り
、

公
園
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
と

見
ど
こ
ろ
の
多
い
施
設
で
す
。

家
族
で
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
湯
沢
町
へ
の
移
動
の
バ

ス
の
中
で
は
、
参
加
委
員
が
自

　

６
月
４
日
、
第
３
回
地
協
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
間
近
に

迫
る
第
26
回
参
議
院
選
挙
へ
の

対
応
並
び
に
、
組
織
関
連
を
中

心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
の
意
見
交
換
で

は
、
連
合
新
潟
と
立
憲
民
主
党

新
潟
県
連
で
構
成
す
る
合
同
選

挙
対
策
本
部
の
地
域
組
織
と
し

て
、
小
選
挙
区
総
支
部
と
、
関

連
す
る
地
域
協
議
会
で
構
成
す

る
地
域
合
同
選
対
の
設
置
を
確

認
し
、
他
の
支
援
団
体
で
構
成

す
る
地
域
連
絡
調
整
会
議
と
の

連
携
方
法
や
、
今
後
地
域
で
開

催
さ
れ
る
決
起
集
会
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
織
関
連
で
は
、
今
年
度
よ

り
地
域
協
議
会
の
会
計
監
査
に

外
部
監
査
を
導
入
す
る
に
あ
た

己
紹
介
に
加
え
、
そ
の
場
で
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。
労
組
名
や
社

名
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
会
社

の
事
業
内
容
や
携
わ
っ
て
い
る

仕
事
、
製
造
業
で
あ
れ
ば
作
っ

て
い
る
物
な
ど
も
紹
介
し
合
っ

た
こ
と
で
、
委
員
同
士
の
交
流

と
と
も
に
仲
間
の
仕
事
を
学
ぶ

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

り
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共

有
し
た
ほ
か
、
来
期
予
算
案
の

確
認
、
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０

３
０
の
遂
行
に
関
し
、
今
年
度

の
共
有
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
地
協
代

表
者
会
議
は
９
月
に
開
催
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。


